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さ
れ
た
基
金
で
す
。
活
動
基
金
は
す

べ
て
一
般
の
人
た
ち
か
ら
の
寄
託
金

で
賄
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
四
十
年
以
上

に
わ
た
り
、
百
人
を
超
え
る
幼
い
命

を
救
っ
て
き
ま
し
た
。

▽
一
通
の
投
書
か
ら
基
金
が
誕
生

　

昭
和
四
十
一
年
六
月
七
日
、
一
通

の
投
書
が
き
っ
か
け
と
な
り
、『
サ

ン
ケ
イ
新
聞
』（
現
『
産
経
新
聞
』）

社
会
面
に
闘
病
生
活
を
送
る
少
女
の

記
事
が
載
り
ま
し
た
。

　

少
女
は
鹿
児
島
県
に
住
む
伊い

せ

じ
瀬
知

明
美
ち
ゃ
ん
（
当
時
五
歳
）。
生
ま

れ
つ
き
心
臓
の
右
心
室
と
左
心
室
の

間
に
穴
が
開
い
て
い
る
心
室
中
隔
欠

損
を
患
い
、「
手

術
を
し
な
け
れ

ば
、
あ
と
二
、三

年
の
命
」
と
宣
告

さ
れ
て
い
ま
し

た
。
手
術
費
は

五
十
万
円
。
現
在

の
五
百
万
円
に
も

相
当
し
ま
す
。
八

人
家
族
で
農
業
を

営
む
両
親
に
と
っ

て
、
わ
ず
か
な
田
ん
ぼ
を
売
り
払
っ

て
も
到
底
手
の
届
か
な
い
大
金
で
し

た
。

　
「
明
美
ち
ゃ
ん
を
救
お
う
」。
記
事

は
大
き
な
反
響
を
呼
び
、
そ
の
日
の

う
ち
か
ら
産
経
新
聞
社
の
社
会
部
に

電
話
や
手
紙
が
殺
到
し
、
一
週
間
後

に
は
四
百
二
十
件
・
四
百
二
十
五
万

円
余
り
が
集
ま
り
、
手
術
に
必
要
な

金
額
を
は
る
か
に
上
回
り
ま
し
た
。

　
「
ま
だ
第
二
、
第
三
の
明
美
ち
ゃ

ん
が
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
人
た
ち
に
一
日
も
早
く
明
る

い
日
を
与
え
て
く
だ
さ
い
」（
神
奈

川
県
の
中
学
三
年
生
た
ち
）。
善
意

を
寄
せ
た
人
の
中
に
は
、
こ
ん
な
意

見
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
同
社
は
、

明
美
ち
ゃ
ん
の
両
親
や
、
手
術
を
引

き
受
け
た
東
京
女
子
医
大
付
属
心
臓

血
圧
研
究
所
の
所
長
・
榊
原
仟し

げ
る

教
授

ら
と
協
議
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
早
く
も
同
月
の
十
五

日
、
心
臓
病
の
子
供
を
救
う
日
本
で

初
め
て
の
基
金
「
明
美
ち
ゃ
ん
基

金
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

▽
広
が
る
使
命

　

明
美
ち
ゃ
ん
は
、
直
ち
に
心
臓
血

圧
研
究
所
へ
入
院
し
ま
し
た
。
当

時
、
心
臓
病
の
世
界
的
権
威
と
言
わ

れ
た
榊
原
教
授
の
執
刀
で
、
手
術
は

成
功
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
第
二
、
第
三
の
明
美

ち
ゃ
ん
」
た
ち
が
基
金
の
適
用
を
受

け
、
元
気
を
取
り
戻
し
て
い
き
ま
し

た
。
基
金
の
活
動
を
き
っ
か
け
に
、

先
天
性
心
臓
病
の
子
供
に
対
す
る
国

の
対
策
も
前
進
し
ま
し
た
。
そ
れ
に

つ
れ
て
、
基
金
に
は
、
発
展
途
上
国

の
子
供
た
ち
を
救
う
と
い
う
新
た
な

使
命
が
加
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
「
明
美
ち
ゃ
ん
基
金
」
は
四
十
数

年
に
わ
た
り
“
愛
と
命
の
バ
ト
ン
タ

ッ
チ
”
と
い
う
大
き
な
善
意
の
橋
渡

し
役
と
し
て
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
灯
を
み
ん
な
で
い
つ
ま
で
も
と

も
し
続
け
た
い
も
の
で
す
。

　

大
刀
剣
市
に
は
初
回
か
ら
、
基
金

の
運
営
に
当
た
る
産
経
新
聞
社
と
フ

ジ
サ
ン
ケ
イ　
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
の
絶

大
な
後
援
を
い
た
だ
い
て
き
ま
し

た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
二
十
五
回
目

の
今
回
は
昨
年
を
上
回
る
二
千
九
百

九
十
六
人
（
チ
ケ
ッ
ト
入
場
者
数
）

が
見
え
ら
れ
ま
し
た
。
お
客
さ
ま
や

組
合
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
明
美
ち
ゃ

ん
基
金
へ
の
善
意
は
、
合
計
十
六
万

百
四
十
八
円
で
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。�

（
持
田
具
宏
）

ど
、「
明
美
ち
ゃ
ん
基
金
」
を
応
援

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

「
明
美
ち
ゃ
ん
基
金
」
に
つ
い
て
、

「
何
と
な
く
知
っ
て
い
る
」
が
、「
詳

し
く
は
わ
か
ら
な
い
」
と
言
う
方
が

少
な
く
な
い
の
で
、
あ
ら
た
め
て

「
明
美
ち
ゃ
ん
基
金
」
の
成
り
立
ち

と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み

ま
し
た
。

▽「
明
美
ち
ゃ
ん
基
金
」と
は

　
「
明
美
ち
ゃ
ん
基
金
」
は
、
先
天

性
心
臓
病
な
ど
に
苦
し
み
な
が
ら
、

経
済
的
事
情
で
手
術
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
子
供
た
ち
を
救
う
た

め
、
産
経
新
聞
社
が
提
唱
し
て
設
立

　

全
国
刀
剣
商
業
協
同
組
合
は
設

立
以
来
二
十
五
年
間
、「
大
刀
剣

市
」
に
際
し
て
募
金
を
行
う
な

「
大
刀
剣
市
」と「
明
美
ち
ゃ
ん
基
金
」

「明美ちゃん基金」の募金に快く応じる組合員

『産経新聞』平成24年９月29日

『スポーツ報知』平成24年10月４日
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昨
年
来
、
金
相
場
の
上
昇
に
伴
っ

て
、
個
人
の
地
金
・
貴
金
属
ア
ク
セ

サ
リ
ー
な
ど
の
売
却
増
加
が
ニ
ュ
ー

ス
と
な
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

　

一
方
、
時
を
少
し
お
き
、
貴
金
属

な
ど
の
「
訪
問
購
入
」（
先
方
に
出

向
き
、
物
品
を
購
入
す
る
こ
と
）
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
各
所
で
発
生
し

た
。
消
費
者
庁
に
よ
る
と
、
電
話
勧

誘
に
よ
る
貴
金
属
の
買
い
取
り
訪
問

を
受
け
て
、
強
引
に
買
い
取
り
を
迫

る
い
わ
ゆ
る
「
押
し
買
い
」
の
消
費

者
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
の
相
談
が
急
増

し
た
（
二
十
一
年
度
扌
二
十
二
年
度

17･

６
倍
、
二
十
二
年
度
扌
二
十
三

年
度
１･

７
倍
）。
ほ
と
ん
ど
が
女

性
や
高
齢
者
か
ら
で
、
本
件
の
対
策

が
急
務
と
な
っ
て
い
た
。

　

当
初
は
、
関
係
省
庁
、
学
者
、
弁

護
士
等
で
「
貴
金
属
等
の
訪
問
買
取

　

日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
と
日
本

刀
文
化
振
興
協
会
の
刀
剣
界
に
お
け

る
両
公
益
財
団
法
人
の
協
力
で
、「
大

刀
剣
市
」
四
階
特
設
会
場
に
て
現
代

刀
匠
の
作
品
展
が
開
催
さ
れ
た
。

　

展
示
作
品
は
両
協
会
が
そ
れ
ぞ
れ

推
薦
し
た
五
振
ず
つ
の
計
十
振
。
作

者
は
、
河
内
一
平
・
河
内
国
平
・
上

林
恒
平
・
久
保
善
博
・
根
津
秀
平
・

松
葉
国
正
・
宮
入
法
廣
・
明
珍
宗
裕

・
山
口
清
房
・
吉
原
義
人
の
各
氏
。

　

当
組
合
で
は
深
海
理
事
長
以
下
、

刀
剣
界
の
発
展
の
た
め
に
両
公
益
財

団
法
人
の
交
流
が
図
れ
る
よ
う
尽
力

し
て
き
た
が
、
初
め
て
の
共
同
催
事

と
し
て
実
を
結
び
、
し
か
も
「
大
刀

剣
市
」
の
場
を
提
供
で
き
た
こ
と
に

大
き
な
喜
び
を
感
じ
て
い
る
。

�

（
持
田
具
宏
）

に
関
す
る
研
究
会
」
が
持
た
れ
た
が
、

そ
の
方
向
が
「
特
定
商
取
引
法
の
改

正
」へ
広
が
り
、わ
れ
わ
れ
古
物
商
に

大
き
く
関
係
す
る
法
案
と
な
っ
た
。

　

こ
の
「
特
定
商
取
引
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」
は
、
消
費
者
保
護
の

観
点
か
ら
、
訪
問
販
売
に
よ
る
一
定

期
間
内
に
お
け
る
返
品
キ
ャ
ン
セ
ル

を
可
能
と
し
た
現
行
法
に
、
原
則
と

し
て
、
す
べ
て
の
物
品
の
訪
問
購
入

に
関
す
る
取
引
を
追
加
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

簡
単
に
言
う
と
、
お
客
さ
ま
か
ら

査
定
依
頼
が
あ
り
、
出
向
い
た
古
物

商
が
訪
問
先
で
い
っ
た
ん
購
入
に
合

意
を
受
け
、
代
金
を
支
払
い
、
物
品

を
搬
出
し
て
も
、（
場
合
に
よ
り
）

八
日
間
以
内
に
お
客
さ
ま
か
ら
「
や

は
り
売
る
の
は
や
め
た
い
」
と
言
わ

れ
た
ら
、
キ
ャ
ン
セ
ル
に
応
じ
る
義

務
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
第
三
者
へ
の
引
渡
し
通

知
義
務
も
発
生
す
る
。
平
た
く
言
う

と
、
訪
問
購
入
し
て
八
日
間
以
内
に

一
般
客
相
手
や
市
場
で
売
却
す
る

際
、
例
え
ば
「
こ
れ
は
三
日
前
に
買

っ
た
の
で
、
あ
と
五
日
以
内
に
返
品

要
請
が
あ
っ
た
ら
返
し
て
く
だ
さ

い
」
と
言
う
義
務
が
あ
る
と
い
う
こ

と
だ
が
、
現
実
的
に
、
売
れ
に
く
く

な
る
案
内
は
し
難
い
。

　

と
は
言
え
、
平
成
二
十
四
年
八
月

二
十
二
日
に
公
布
さ
れ
、
こ
の
日
か

ら
起
算
し
て
六
カ
月
を
超
え
な
い
範

囲
内
に
施
行
さ
れ
る
。
返
品
を
拒
む

な
ど
違
反
が
あ
れ
ば
、
処
分
の
対
象

で
あ
る
。
八
日
間
保
管
す
る
し
か
な

い
の
だ
ろ
う
か
。

　

消
費
者
庁
は
、
関
係
省
庁
を
通
じ

て
除
外
事
項
の
申
し
入
れ
を
受
け
付

け
る
が
、
検
討
さ
れ
た
事
項
が
反
映

さ
れ
る
保
証
は
な
い
と
言
う
。

　

美
術
業
界
で
は
、
申
し
入
れ
の
検

討
も
あ
る
と
も
聞
く
。
消
費
者
庁
で

は
随
時
、
進
行
状
況
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
て
い
く
そ
う
で
あ
る

が
、
紙
面
の
都
合
上
、
本
紙
で
の
詳

細
記
載
に
は
限
度
が
あ
る
の
で
、
ぜ

ひ
各
自
で
確
認
し
て
ほ
し
い
。

　

ご
く
一
部
の
マ
ナ
ー
違
反
業
者
に

よ
る
、
強
引
で
脅
迫
じ
み
た
取
引
か

ら
弱
者
を
守
る
こ
と
は
必
要
で
あ

る
。
し
か
し
、
そ
の
返
品
リ
ス
ク
を

考
慮
し
た
業
者
が
厳
し
い
査
定
を
す

れ
ば
、
結
果
と
し
て
消
費
者
の
利
益

が
損
な
わ
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
ま

た
、
訪
問
を
躊
躇
す
る
業
者
が
増
え

れ
ば
、
鎧よ

ろ
い

を
運
べ
な
い
お
年
寄
り

や
、
数
振
の
刀
剣
を
運
ぶ
こ
と
を
た

め
ら
う
ご
婦
人
な
ど
、
困
る
方
も
出

る
で
あ
ろ
う
。

　

本
来
守
ら
れ
る
べ
き
人
が
、
不
利

益
を
被
ら
な
い
、
塩あ

ん
ば
い梅
の
良
い
処
方

が
あ
れ
ば
と
思
う
。
施
行
期
限
の
来

年
二
月
ま
で
、
注
視
し
て
い
き
た
い
。

�

（
伊
波
賢
一
）

　

組
合
の
ビ
ッ
グ
・
イ
ベ
ン
ト
「
大

刀
剣
市
」
は
今
年
で
二
十
五
回
を
迎

え
、
十
月
二
十
六
～
二
十
八
日
に
東

京
美
術
倶
楽
部
で
開
催
さ
れ
た
。
こ

の
実
行
委
員
会
を
紹
介
し
よ
う
。

　

ま
ず
は
実
行
委
員
会
立
ち
上
げ
の

た
め
、
理
事
長
名
で
委
員
委
嘱
状
が

発
行
さ
れ
る
。
理
事
は
全
員
が
実
行

委
員
で
あ
る
が
、
ほ
か
に
多
く
の
有

力
な
人
材
が
委
員
と
し
て
推
薦
さ
れ

る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
と

役
割
が
適
材
適
所
配
さ
れ
る
。

　

い
ち
早
い
活
動
に
、
図
録
の
編
集

制
作
が
あ
る
。
今
年
は
組
合
交
換
会

の
七
月
十
七
日
、
名
刀
会
の
同
月

二
十
四
日
、
銀
座
刀
剣
倶
楽
部
の
八

月
一
日
の
三
日
間
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会

場
に
て
掲
載
商
品
を
集
荷
し
、
刀
剣

類
は
藤
代
ス
タ
ジ
オ
で
、
刀
装
具
は

組
合
事
務
所
で
、
甲
冑
類
は
浅
草
の

大
石
カ
メ
ラ
店
で
そ
れ
ぞ
れ
撮
影
し

た
。
そ
の
都
度
、
担
当
実
行
委
員
数

名
ず
つ
が
立
ち
会
っ
て
い
る
。

　

並
行
し
て
図
録
の
ペ
ー
ジ
固
め
を

行
い
、
原
稿
を
作
成
、
写
真
の
仕
上

が
り
に
合
わ
せ
て
レ
イ
ア
ウ
ト
を
行

い
、
入
稿
す
る
。
そ
の
後
、
印
刷
所

に
て
文
字
校
正
を
二
回
、
色
校
正
を

二
回
ほ
ど
行
っ
て
校
了
、
九
月
下
旬

の
完
成
と
な
っ
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
委
員
会
で
は
、

組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
大
刀
剣

市
の
告
知
と
併
せ
、
図
録
掲
載
商
品

を
紹
介
す
る
（
希
望
者
）。
開
催
案

内
は
、
海
外
向
け
に
英
文
で
も
掲
載

す
る
。

　

会
場
設
営
配
備
で
は
、
出
店
者
の

ブ
ー
ス
を
公
平
に
決
め
、
ス
ム
ー
ズ

な
営
業
が
で
き
る
よ
う
に
心
掛
け
て

い
る
。
今
年
は
日
本
美
術
刀
剣
保
存

協
会
と
日
本
刀
文
化
振
興
協
会
の
両

公
益
財
団
法
人
の
協
力
に
よ
り
、
特

設
ブ
ー
ス
で
「
新
作
名
刀
コ
ー
ナ

ー
」
が
開
設
さ
れ
た
。

　

催
事
で
は
、
重
文
室
で
「
清
盛
と

頼
朝
の
時
代
の
刀
展
」
が
開
か
れ

た
。
今
回
は
平
安
末
期
～
鎌
倉
初
期

の
太
刀
が
中
心
で
あ
り
、
土
肥
担
当

委
員
長
は
展
示
品
の
選
定
に
大
わ
ら

わ
で
あ
っ
た
。

　

恒
例
の
「
我
が
家
の
お
宝
鑑
定
」

で
は
、
全
理
事
が
時
間
当
番
制
で
無

料
鑑
定
に
当
た
っ
た
。
今
年
も
名

品
・
珍
品
が
数
多
く
持
ち
込
ま
れ
て

賑
わ
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
新
聞
広
告
や
Ｄ
Ｍ
の

作
成
、
関
係
先
へ
の
挨
拶
、
各
新

聞
社
と
の
折
衝
な
ど
、
準
備
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
事
が
た
く
さ
ん

あ
る
。
三
日
間
だ
け
の
開
催
で
あ
る

が
、
そ
の
た
め
に
約
四
カ
月
を
費
や

す
大
変
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

　

実
行
委
員
の
皆
さ
ん
に
は
心
か
ら

敬
服
し
ま
す
。
来
年
、
我
こ
そ
は
実

行
委
員
会
に
入
っ
て
一
緒
に
や
っ
て

み
た
い
と
思
う
方
々
募
集
中
で
す
。

力
を
合
わ
せ
て
、
大
刀
剣
市
を
盛
り

上
げ
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
の
担
当
委
員
は
左
記
の
通
り

で
す
。�

（
清
水
儀
孝
）

■
全
刀
商
の
活
動
紹
介

「
大
刀
剣
市
２
０
１
２
」実
行
委
員
会

押
し
買
い
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
新
法
公
布

　

買
い
取
り
物
品
の
返
品
義
務
が
発
生

特
定
商
取
引
法
改
正

両
公
益
財
団
法
人
が
初
の
共
同
催
事

理　事　長 深海信彦
実行委員長 清水儀孝

委　　　員

朝倉忠史　飯田慶久　伊波賢一　川島貴敏
齋藤　恒　　猿田慎男　嶋田伸夫　新堀孝道
髙橋歳夫　綱取譲一　土肥豊久　服部暁治
深海信彦　冥賀吉也　吉井唯夫
（以上理事全員）
飯田慶雄　齋藤隆久　生野　正　　髙橋正法
藤岡弘之　宮澤　琢　　　持田具宏　事務局
大平将広　服部一隆　松本義行　冥賀亮典
（以上青年部）

１ 図録編集、制作、
撮影、配布

飯田慶雄　齋藤隆久　嶋田伸夫　清水儀孝
生野　正　　髙橋正法　綱取譲一　服部暁治
宮澤　琢　　冥賀吉也　持田具宏　服部一隆
松本義行　冥賀亮典　藤岡弘之

２ インターネット
委員会 嶋田伸夫　飯田慶雄　宮澤　琢

３ 会場設営、配備 冥賀吉也　嶋田伸夫　深海信彦
４ 財　務 飯田慶久　髙橋歳夫　事務局

５ 催事（重文室特
別展示）担当

土肥豊久　深海信彦　冥賀吉也　川島貴敏
髙橋歳夫

６ お宝鑑定 理事全員
７ 同受付 大林幹夫　中村栄次　事務局

８ 新聞広告、ＤＭ
作成 深海信彦　伊波賢一　齋藤　恒

９ 防犯、医療、保険 髙橋正法　清水儀孝

10 所管庁、警察庁、
顧問、後援

伊波賢一　川島貴敏　猿田慎男　清水儀孝
土肥豊久　深海信彦

11 所轄署 伊波賢一
12 クレジット関係 清水儀孝　服部暁治　事務局
13 受　付 事務局
14 抽　選 川島香奈子　土肥富康　服部一隆
15 場内案内マイク 清水儀孝　事務局

平成24年度「大刀剣市」実行委員会

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間

（
８
日
間
）

典型的な取引の流れのイメージ（勧誘からクーリング・オフ期間中まで）

（勧誘前） ●事業者名・勧誘目的等の明示義務
●不招請勧誘の禁止、勧誘意思の
　確認義務

（勧誘開始段階）再勧誘の禁止

（勧誘中） 不実告知や威迫・困惑等の禁止

第三者へ物品を引き渡した際、
引渡しに係る情報の通知義務

（契約締結後）

（契約締結時等）

書面を交付

売買契約成立

売買契約の履行
（購入代金の支払い、購入物品の引渡し）

第三者へ物
品を引き渡
す際、物品
がクーリン
グ・オフさ
れた旨等の
通知義務

クーリング・オフ期間中は
物品を引き渡さなくてもよい

第三者（善意無過失の者を除く）に対して
物品の所有権を主張できる

転売の
可能性

売
主
（
消
費
者
）

訪
問
購
入
業
者

転
売
先
（
第
三
者
）

消費者庁資料より

好評だった「新作名刀コーナー」
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ラ
ー
室
で
仕
事
中
だ
っ
た
ん
で
す
が
、

信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
番
び
っ

く
り
し
て
い
る
の
は
当
の
本
人
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
夢
に
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
か
ら
…
。

　
―
金
工
の
仕
事
に
取
り
組
ま
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
経
緯
を
お
聞
か
せ
い
た
だ

け
ま
す
か
。

　

中
学
生
の
こ
ろ
か
ら
、
友
人
と
古
道

具
屋
巡
り
を
す
る
の
が
趣
味
で
し
た
。

中
学
生
と
高
校
生
の
と
き
、
刀
鍛
冶
に

な
り
た
く
て
当
県
の
隅
谷
正
峯
先
生
を

訪
ね
た
の
で
す
が
、
二
度
と
も
断
ら
れ

ま
し
た
。「
大
学
を
出
る
ま
で
は
来
る

な
！
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

大
学
で
は
法
律
を
勉
強
し
た
の
で
す

が
、
本
業
は
そ
れ
と
は
無
関
係
で
、
必

要
な
国
家
資
格
を
一
通
り
取
り
終
え
た

の
が
四
十
歳
。
そ
の
後
、
大
阪
で
行
わ

れ
た
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
主
催
の

刀
職
技
能
講
習
会
に
参
加
し
た
の
が
直

接
の
き
っ
か
け
で
す
。

　

当
時
、
金
工
の
講
師
は
初
回
が
布ほ

袋て
い

粻
ち
ょ
う
い
ち一

師
、
以
後
が
宮
島
宏
師
で
し
た
。

講
習
会
で
は
銅
鎺
や
鐔
・
小
柄
を
作
り

ま
し
た
。
ほ
か
に
柄
下
地
作
り
な
ど
、

刀
に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
に
触

れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
初
め
て
金
工
の
技

術
を
学
び
、
以
後
、
趣
味
と
し
て
続
け

る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

　

そ
の
後
、
平
成
四
年
に
、
日
刀
保
石

川
支
部
員
で
金
沢
の
刀
剣
店
五ご

節せ
ち

堂ど
う

の

後
藤
隆
氏
の
紹
介
で
、
後
の
人
間
国

宝
・
中
川
衛ま

も
る

先
生
に
お
目
に
か
か
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
自
分
が
使
っ
て
い
る
鏨
を
見

て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、「
こ
れ
は
誰
に

習
っ
た
の
？
」「
本
を
見
て
作
り
ま
し

た
」「
こ
れ
で
は
使
い
物
に
な
ら
な
い
。

明
日
か
ら
う
ち
に
来
な
さ
い
」
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
中
川
先
生
の
手
伝
い
を

し
な
が
ら
、
伝
統
工
芸
展
に
出
品
で
き

応
募
一
八
六
五
点
の
う
ち
、
入
選
が
六

一
六
点
、
入
賞
が
一
六
点
と
い
う
難
関

の
中
で
文
部
科
学
大
臣
賞
は
快
挙
で
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
受
賞
の

話
を
聞
い
た
の
は
、
市
民
病
院
の
ボ
イ

　

―
今
回
の
受
賞
、
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
日
本
伝
統
工
芸
展
と
言

え
ば
、
残
念
な
が
ら
日
本
刀
は
入
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
わ
が
国
の
伝
統
工
芸
を

網
羅
す
る
権
威
あ
る
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。

る
よ
う
な
作
品
を
目
指
し
て
制
作
し
始

め
た
の
で
す
。

　
―
中
川
先
生
に
師
事
し
て
、
最
も
強

い
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
何
で
し
ょ
う

か
。

　
「
過
去
の
模
様
は
使
う
な
」
と
い
う

教
え
で
す
。
先
生
は
加
賀
象
嵌
で
認
定

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
元
は
デ
ザ
イ
ナ
ー

で
す
。
常
に
新
し
い
も
の
を
作
る
と
い

う
気
持
ち
で
制
作
に
挑
ん
で
お
ら
れ
る

点
、
私
も
見
習
い
た
い
と
念
じ
て
い
ま

す
。
伝
統
工
芸
そ
の
も
の
が
、
そ
う
あ

る
べ
き
だ
と
も
思
い
ま
す
。

　
―
受
賞
作
の
鋳
黒
味
銅
象
嵌
花
器

「
心
の
海
」
に
込
め
た
思
い
は
何
で
し

ょ
う
か
。

  

テ
ー
マ
は
海
。
今
年
に
入
っ
て
、
海

が
持
つ
穏
や
か
さ
に
一
層
惹
か
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
夕
日
が
沈

み
、
遠
く
の
方
で
漁
火
が
輝
く
様
を
題

材
に
し
た
の
で
す
。
昨
年
の
大
震
災
で

荒
れ
狂
っ
た
海
が
、
本
来
の
美
し
い
穏

や
か
な
海
に
戻
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願

い
を
込
め
た
つ
も
り
で
す
。

　
―
制
作
過
程
の
技
術
的
な
ポ
イ
ン
ト

を
お
聞
か
せ
願
え
ま
す
か
。

　

ボ
デ
ィ
と
な
る
花
器
は
鋳
造
で
、
石

膏
を
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
で
削
っ
て
原
型
を

作
り
ま
し
た
。
黒
味
銅
と
は
微
ヒ
素
を

含
む
銅
合
金
で
す
。
そ
こ
に
金
と
三
種

の
四
分
一
を
使
っ
た
線
象
嵌
で
海
を
表

現
し
て
い
ま
す
。
銀
を
使
う
と
線
が
強

く
な
り
す
ぎ
る
の
で
、
白
四
分
一
、
上

四
分
一
、
並
四
分
一
と
使
い
分
け
ま
し

た
。
四
分
一
は
ボ
デ
ィ
の
黒
味
銅
よ
り

硬
い
た
め
、
使
い
づ
ら
い
材
料
で
す
。

　
―
刀
装
具
の
制
作
は
、
ど
の
よ
う
な

お
気
持
ち
で
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す

か
。

　

刀
装
具
を
作
る
き
っ
か
け
は
、
刀
を

作
れ
な
か
っ
た
代
償
の
よ
う
な
も
の
と

思
い
ま
す
。
も
と
も
と
刀
も
鐔
も
大
好

き
で
し
た
か
ら
。
刀
装
具
の
制
作
に
お

い
て
も
過
去
に
と
ら
わ
れ
ず
、
意
の
赴

く
ま
ま
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
先
生
方

か
ら
「
そ
れ
じ
ゃ
あ
使
い
物
に
な
ら
な

い
」
と
突
っ
込
ま
れ
る
こ
と
も
し
ば
し

ば
で
す
が
…
。

　

一
番
気
を
使
う
の
は
銘
切
り
で
、
自

分
は
刀
匠
と
違
っ
て
毎
日
の
よ
う
に
銘

切
り
の
練
習
を
し
て
い
る
わ
け
で
も
な

い
し
、
元
来
字
を
書
く
こ
と
が
苦
手
な

た
め
、
い
つ
も
苦
戦
し
て
い
ま
す
。

　
―
受
賞
を
機
に
プ
ロ
の
金
工
と
し
て

活
躍
さ
れ
る
お
気
持
ち
は
？

　

全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
制
作
に
充
て
ら

れ
る
時
間
は
早
朝
と
日
曜
日
だ
け
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
今
の
ペ
ー
ス
で
作
品

を
作
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
―
本
日
は
ご
多
用
の
と
こ
ろ
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
ま
す
ま

す
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

鋳
ちゅう

黒
くろ

味
み

銅
どうぞうがん

象嵌花
か き

器「心の海」文部科学大臣賞

昭和26年10月７日、石川県生まれ。ボ
イラー整備士や空調設備の業務のかた
わら金工作品の製作に当たる。日刀保石
川県支部副支部長。

金
工
の
宮
薗
士
朗
さ
ん
が
第
五
十
九
回
日
本
伝
統
工
芸
展
に
お

い
て
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
た
。
宮
薗
さ
ん
は
鐔
作
家

と
し
て
も
知
ら
れ
た
方
。
刀
剣
界
で
は
過
去
に
例
の
な
い
快
挙

で
あ
る
。
九
月
十
九
日
、授
賞
式
出
席
の
折
に
お
話
を
伺
っ
た
。

�

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
／
大
平
将
広
）

伝
統
工
芸
展
で
文
科
大
臣
賞
を
受
賞

　

宮
薗
士
朗
さ
ん（
鐔
作
家
）に
聞
く

黒味銅象嵌鐔『東京新聞』平成24年９月５日。掲載の刀は登録済み。銃刀法では仕込み杖の状態では所持できない。
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刀
剣
商
リ
レ
ー
訪
問
❽	

綱
取
譲
一
さ
ん

　

銀
座
二
丁
目
に
あ
り
ま
す
「
福
隆

美
術
工
芸
」
の
店
主
、
綱
取
譲
一
さ

ん
を
お
訪
ね
し
ま
し
た
。

　

綱
取
さ
ん
は
、
三
十
年
近
く
こ
の

場
所
で
ご
商
売
を
な
さ
っ
て
い
ま

す
。

　

創
業
は
昭
和
四
十
年
代
、
お
父
さ

ま
の
代
で
す
。
そ
の
お
父
さ
ま
が
若

い
こ
ろ
日
本
画
家
を
目
指
さ
れ
て
い

て
、
綱
取
福
隆
の
作
家
名
を
そ
の
ま

ま
店
名
に
し
た
そ
う
で
す
。

　

当
初
は
主
に
骨
董
品
や
、
兄
弟
弟

子
な
ど
現
代
の
絵
画
を
扱
っ
て
い
た

そ
う
で
す
が
、
そ
の
後
、
刀
剣
と
書

画
に
専
門
化
し
て
い
き
、
譲
一
さ
ん

の
代
で
甲
冑
が
増
え
て
今
に
至
っ
て

い
ま
す
。

　

昭
和
通
り
は
道
幅
も
広
く
交
通
量

の
多
い
場
所
で
す
が
、
通
り
に
面
し

た
綱
取
さ
ん
の
お
店
の
建
物
は
昭
和

二
十
年
に
建
て
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

以
前
は
和
菓
子
屋
を
経
て
麻
雀
ク
ラ

ブ
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
店
頭
に
立

つ
と
一
瞬
、
古
き
良
き
昭
和
に
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
な
印
象

に
襲
わ
れ
ま
す
。
お
店
に
入
る
と
、

麻
雀
ク
ラ
ブ
の
時
代
に
使
用
さ
れ
て

い
た
机
と
椅
子
が
、
そ
の
ま
ま
現
役

で
残
っ
て
い
ま
し
た
。

　

閉
店
時
間
が
来
る
と
い
ろ
い
ろ
な

ワ
イ
ン
が
出
さ
れ
、
綱
取
さ
ん
の
蘊

蓄
が
聞
か
れ
ま
す
。
私
も
回
数
を
数

え
切
れ
な
い
ほ
ど
ご
馳
走
に
な
っ
て

い
ま
す
。

古
き
良
き
昭
和
が
漂
う
銀
座
の
お
店

福隆美術工芸と綱取譲一さん

　

銀
座
の
真
ん
中
で
、
戦
国
武
将
た

ち
の
着
用
し
た
甲
冑
に
囲
ま
れ
て
飲

む
お
酒
は
と
て
も
味
わ
い
深
く
、
つ

い
飲
み
過
ぎ
て
し
ま
い
、
電
車
に
乗

り
遅
れ
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
た
び

た
び
あ
り
ま
し
た
。

　

私
も
二
十
年
近
い
お
付
き
合
い
に

な
り
ま
す
が
、
変
わ
ら
ず
い
つ
も
お

若
い
綱
取
さ
ん
で
す
。
そ
ん
な
綱
取

さ
ん
に
親
し
み
を
感
じ
、
若
い
人
が

何
度
も
来
店
し
て
く
れ
る
こ
と
が
格

別
に
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

　

お
店
＝
〒
１
０
４
―

０
０
６
１ 

東

京
都
中
央
区
銀
座
二
―

一
一
―

四　

☎

〇
三
―

三
五
四
一
―

八
二
〇
九

�

（
菊
一
純
平
）

組合こよみ （平成24年9月～10月）

9 月 1 日

1 日

3 日

5 日

7 日

10日

13日

14日

17日

17日

28日

10月17日

17日

17日
26〜28日

29日

銀座刀剣倶楽部会場にて「大刀剣市」広告打ち合わせ。出席者、
清水専務理事・伊波常務理事・齋藤常務理事。

『刀剣界』第７号編集委員会を開催（校正）。出席者、深海理事長・
川島副理事長・清水専務理事・伊波常務理事・嶋田理事・綱取理
事・服部理事・持田監事・飯田慶雄氏・大平将広氏・生野正氏・
新堀賀将氏・藤岡弘之氏・松本義行氏・宮澤琢氏・土子民夫氏。
同美印刷にて「大刀剣市」図録再校。出席者、清水専務理事・髙
橋理事・服部理事・持田監事・生野氏・土子氏。
銀座長州屋にて『刀剣界』第７号再校。出席者、深海理事長・綱
取理事・服部理事・土子氏。
組合事務所にて義援金寄付の件および広告掲載につき打ち合わ
せ。出席者、清水専務理事・伊波常務理事・服部理事・産経新聞
社石坂氏。
同美印刷にて「大刀剣市」図録色校。出席者、清水専務理事・綱
取理事・服部理事・冥賀理事・小林君夫氏・土子氏。
同美印刷にて「大刀剣市」図録念校。出席者、清水専務理事・嶋
田理事・小林氏・土子氏。
深海理事長・清水専務理事・嶋田理事・髙橋理事が読売新聞社を
訪問し、全国学校図書館協議会理事と面談、義援金150万円を寄託。
東京美術倶楽部にて組合交換会を開催。参加55名、出来高
15,240,500円。
東京美術倶楽部にて『刀剣界』第８号編集委員会を開催。出席者、
深海理事長・清水専務理事・伊波常務理事・嶋田理事・綱取理事・
服部理事・冥賀理事・持田監事・飯田氏・大平氏・生野氏・新堀
氏・松本氏・宮澤氏・土子氏。
深海理事長・清水専務理事・齋藤常務理事・冥賀理事が産経新聞
社を訪問し、義援金200万円を寄託。
東京美術倶楽部にて組合交換会を開催。参加58名、出来高
16,040,700円。
東京美術倶楽部にて理事会を開催。出席者、深海理事長・川島副
理事長・猿田副理事長・土肥副理事長・清水専務理事・伊波常務
理事・齋藤常務理事・飯田理事・新堀理事・綱取理事・服部理事。

「大刀剣市」開催の件で伊波・齋藤両常務理事が愛宕警察署を訪問。
東京美術倶楽部にて「第25回大刀剣市」を開催。チケット入場者
数2,996名、「明美ちゃん基金」への寄託金160,148円。
東京美術倶楽部にて開催された特定商取引についてのヒアリング
に伊波常務理事が出席。

●交換会紹介●
［平成会］
　平成会は、平成元年に故山崎
昭氏が高田馬場の諏訪神社で開
催していた諏訪会を発展的に継
承し、共同会に改めて設立され
ました。初会以来、朝倉万幸氏

（㈱永和堂）が代表幹事を務め
られ、前身の諏訪会から数えま
すと今日まで30年の歴史を誇る
交換会です。正会員は約60名。
毎回50名ほどが出席して威勢よ
く売買を行っています。
　次世代を担う若手刀剣商が発
句やせりを任され、会を盛り上
げていることが特筆されます。
会　場＝東京美術刀剣商業協同

組合事務所　東京都港
区 新 橋 ４- ９- １　 新
橋プラザビル1401号室

開催日＝毎月10日、午前10時30
分開会（売り番抽選）

事務局＝服部美術店・服部暁治
☎03（3274）5170

� （松本義行）

　

景
気
に
関
す
る
最
近
の
報
道
を
見

る
と
、
景
気
動
向
指
数
を
は
じ
め
と

す
る
主
要
経
済
指
標
の
ほ
と
ん
ど
が

悪
化
傾
向
に
あ
り
、
ま
さ
に
日
本
経

済
の
先
行
き
は
暗
い
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
が
、
過
去
に
何
十
年
さ
か
の

ぼ
っ
て
み
て
も
、
景
気
は
拡
大
と
後

退
を
繰
り
返
す
の
が
常
で
、
景
気
の

下
方
修
正
が
す
ぐ
さ
ま
わ
が
業
界
に

影
響
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
過

去
の
例
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　

景
気
転
換
点
は
、
拡
大
期
か
ら
後

退
期
へ
の
山
と
、
後
退
期
か
ら
一
転

し
て
拡
大
期
を
迎
え
る
谷
と
が
あ
り
、

最
近
の
日
本
経
済
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
を
挟
ん
だ
平
成
二
十
年
三
月
か

ら
一
年
間
景
気
後
退
の
後
、
二
十
一

年
四
月
か
ら
景
気
拡
大
局
面
が
続
い

て
い
た
と
さ
れ
、
本
年
二
十
四
年
四

月
以
降
は
後
退
に
入
っ
た
と
い
う
。

　

し
か
し
わ
が
業
界
に
限
っ
て
み
る

と
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
来
、
相

場
が
下
落
し
て
同
業
者
の
マ
イ
ン
ド

も
縮
小
し
、
デ
フ
レ
傾
向
か
ら
の
脱

却
が
図
ら
れ
て
お
ら
ず
、
と
て
も
三

年
前
か
ら
景
気
拡
大
局
面
の
恩
恵
を

受
け
て
い
る
と
は
実
感
で
き
な
い
。

業
界
の
景
況
は
相
変
わ
ら
ず
底
辺
を

推
移
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
こ

と
は
過
去
に
何
度
も
あ
り
、
他
業
種

に
比
べ
れ
ば
危
機
的
な
状
況
と
は
ほ

ど
遠
い
、
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
る
と

言
い
得
よ
う
。

　

今
年
の
春
以
降
、
業
界
の
規
模
が

縮
小
し
た
か
の
よ
う
に
感
じ
る
の

は
、
決
し
て
景
気
の
せ
い
ば
か
り
で

は
な
い
で
あ
ろ
う
。
業
界
内
の
特
殊

事
情
、
つ
ま
り
廃
業
者
の
続
出
を
見

た
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

は
好
況
期
に
も
起
こ
り
得
る
こ
と
で

あ
り
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
考
え
過
ぎ
な

い
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
業

界
の
不
安
と
は
裏
腹
に
、
わ
れ
わ
れ

の
顧
客
は
は
る
か
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

思
考
の
持
ち
主
で
あ
る
場
合
が
多
い

か
ら
で
あ
る
。

　

好
不
況
に
か
か
わ
ら
ず
、
刀
剣
・

鐔
小
道
具
・
甲
冑
類
を
趣
味
と
し
て

こ
れ
を
収
集
す
る
わ
れ
わ
れ
の
顧
客

は
、
世
に
言
う
「
勝
ち
組
」
の
富
裕

層
で
、
自
ら
の
余
裕
の
あ
る
資
金
で

モ
ノ
を
買
い
、
決
し
て
無
理
を
し
な

い
健
全
思
考
の
人
が
多
く
、
高
額
商

品
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
そ
の
傾
向

が
強
ま
る
。
カ
ー
ド
を
使
う
顧
客
も

資
金
が
な
い
か
ら
で
は
な
く
、
欧
米

型
の
習
慣
に
よ
る
場
合
が
多
く
、
ロ

ー
ン
を
利
用
す
る
人
も
堅
実
な
資
金

計
画
に
基
づ
く
か
ら
こ
そ
の
も
の
で

あ
ろ
う
。

　

そ
れ
故
に
、
デ
パ
ー
ト
や
ス
ー
パ

ー
等
の
小
売
業
と
わ
れ
わ
れ
の
業
種

が
同
日
に
論
じ
ら
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
ど
の
よ
う
な
時
代
に
な
っ
て
も

勝
ち
組
の
富
裕
層
を
相
手
の
商
売
で

あ
る
が
故
に
、
長
い
ス
パ
ン
で
の
山

と
谷
は
あ
っ
て
も
、
成
り
立
っ
て
い

か
な
く
な
る
場
合
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

現
に
、
今
年
の
「
大
刀
剣
市
」
の

入
場
者
数
は
昨
年
の
二
千
八
百
七
十

人
を
上
回
る
二
千
九
百
九
十
六
人

（
い
ず
れ
も
チ
ケ
ッ
ト
入
場
者
数
）

を
数
え
、
愛
好
家
そ
の
も
の
が
減
少

し
て
い
な
い
事
実
は
わ
れ
わ
れ
業
界

の
最
大
の
強
み
で
も
あ
る
。

　

業
者
が
い
く
ら
張
り
切
っ
て
も
、

笛
吹
け
ど
踊
ら
ず
と
い
う
顧
客
の
状

況
が
続
く
な
ら
ば
展
望
は
な
い
が
、

値
段
次
第
で
は
買
う
と
い
う
多
数
の

積
極
的
な
顧
客
を
前
に
し
て
自
ら
萎

縮
し
て
い
た
の
で
は
話
に
な
ら
な
い
。

　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
な
ら
ぬ
業
界

特
殊
事
情
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
一
日
で
も

早
く
立
ち
直
り
、
こ
の
あ
り
が
た
い

商
売
に
前
向
き
に
取
り
組
む
べ
き
で

は
な
か
ろ
う
か
。
既
に
そ
の
よ
う
に

軌
道
修
正
し
て
い
る
業
者
も
い
る
。

遅
れ
て
は
な
ら
な
い
。

風
向
計
深 

海  

信 

彦

其之四
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高
校
か
ら
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

へ
。
卒
業
後
、
家
業
を
手
伝
っ
て
い

る
う
ち
に
、
刀
装
具
や
拵
に
興
味
が

湧
い
て
き
ま
し
た
。
も
と
も
と
絵
画

や
工
芸
に
興
味
が
あ
り
、
作
る
こ
と

も
好
き
で
し
た
。

　

鐔
や
縁
頭
な
ど
の
彫
金
に
は
す
ご

い
技
術
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
、
い

つ
も
感
心
し
て
お
り
ま
し
た
。
小
さ

な
空
間
に
魚な

な

子こ

を
ぎ
っ
し
り
と
打

ち
、
花
鳥
風
月
や
山
水
、
風
物
な
ど

を
精
緻
に
色
金
で
表
現
す
る
技
術
に

は
、
全
く
感
心
し
ま
す
。
よ
く
も
こ

ん
な
に
細
か
な
細
工
が
で
き
る
も
の

と
、
見
る
た
び
に
思
い
ま
す
。

　

柄
巻
き
を
始
め
る
き
っ
か
け
は
、

公
益
財
団
法
人
日
本
刀
文
化
振
興
協

会
の
「
刀
職
者
技
術
研
修
会
」
を
知

り
、
参
加
し
た
こ
と
で
し
た
。

　

柄
巻
き
は
全
く
の
初
歩
で
、
糸
の

撮つ
ま

み
方
や
道
具
の
使
い
方
な
ど
、
基

礎
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

糸
に
も
組
み
方
や
色
、
幅
な
ど
に
か

な
り
の
種
類
が
あ
り
、
巻
き
方
に
も

さ
ま
ざ
ま
な
掟
が
あ
っ
て
、
当
初
は

戸
惑
い
ま
し
た
。

　

古
い
拵
の
写
真
集
を
見
ま
す
と
、

柄
巻
き
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ

っ
て
驚
き
ま
す
。
当
時
の
侍
の
心
意

気
を
、
わ
ず
か
で
も
う
か
が
い
知
る

こ
と
が
で
き
る
気
が
し
ま
す
。

　

柄
巻
き
を
始
め
て
か
ら
数
年
が
た

ち
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
修
業
が
足
り

ず
、
師
匠
に
も
た
く
さ
ん
学
ば
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
柄
巻
き
の
仕
事

に
は
、
糸
を
巻
く
だ
け
で
な
く
、
柄

下
地
や
鮫
皮
の
巻
き
付
け
、
縁
頭
と

の
調
整
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
に
掟
が
あ
っ
て
、
全
部
習
得
す

る
に
は
相
当
な
時
間
が
か
か
り
そ
う

で
す
。

　

長
野
県
坂
城
町
の
「
鉄
の
展
示

館
」
に
は
幾
種
類
も
柄
巻
き
が
展
示

し
て
あ
り
ま
し
た
が
、
あ
の
よ
う
な

巻
き
方
が
で
き
る
こ
と
を
目
標
に
、

励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

熊
倉 

純
子

奥
深
い
柄
巻
き
の

技
を
究
め
た
い

5

☆
連
絡
先
＝
〒
１
７
５
―

０
０
８
２　

東
京
都
板
橋
区
高
島
平

五
―

一
―

一 

大
東
美
術
内　

☎
○
三
―

三
九
三
九
―

七
三
三
一

　

本
作
は
江
戸
時
代
の
最
末
期
、
慶

応
四
年
（
一
八
六
八
）
五
月
す
な
わ

ち
明
治
元
年
に
、
肥
後
熊
本
の
同
田

貫
内
田
軍
八
宗
頼
に
よ
っ
て
作
ら
れ

た
在
銘
で
象
嵌
の
あ
る
大
筒
。
と
て

も
重
量
が
あ
り
、
一
人
で
抱
え
上
げ

る
の
は
非
常
に
困
難
で
す
。

　

資
料
に
よ
れ
ば
、
内
田
軍
八
宗
頼

は
同
田
貫
の
中
興
九
代
正
勝
の
子
に

当
た
り
、
兄
の
寿
太
郎
（
十
代
宗

広
）
が
刀
匠
を
継
ぎ
、
弟
の
正
頼
・

宗
頼
は
鉄
砲
鍛
冶
と
し
て
名
を
馳
せ

て
い
る
。

　

同
田
貫
一
派
は
刀
鍛
冶
と
し
て
著

名
で
あ
り
、
火
縄
銃
で
在
銘
の
も
の

は
大
変
希
少
で
あ
る
。
本
作
は
台
座

に
大
名
家
の
家
紋
「
隅
立
四
目
結
」

が
入
り
、
銃
身
に
は
総
体
に
金
銀
黄

銅
を
駆
使
し
て
龍
の
見
事
な
象
嵌
を

施
し
て
い
る
。

　

銘
文
に
「
二
」
と
あ
り
、
こ
れ
か

ら
対
の
も
の
で
あ
る
と
判
断
で
き

る
。
一
書
に
よ
れ
ば
、
同
年
紀
、
同

作
者
で
同
じ
長
さ
の
「
一
」
と
い
う

大
筒
が
あ
り
、
こ
れ
に
は
龍
と
琵
琶

を
抱
く
弁
才
天
の
象
嵌
が
施
さ
れ
て

い
る
。

　

対
で
の
製
作
は
大
変
珍
し
く
、
お

そ
ら
く
大
名
家
の
注
文
と
思
わ
れ

る
。
果
た
し
て
実
戦
に
用
い
ら
れ
た

か
、
ど
れ
だ
け
の
威
力
を
発
揮
し
た

か
定
か
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し

て
も
幕
末
の
騒
然
た
る
世
相
の
中
で

生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

私
た
ち
美
術
商
は
扱
う
そ
れ
ぞ
れ

の
品
物
の
背
景
を
調
べ
、
そ
の
素
晴

ら
し
さ
を
後
世
へ
伝
え
て
い
く
べ
き

で
あ
り
、
私
も
今
後
ま
た
新
た
な
品

物
と
出
会
え
た
ら
、
そ
の
歴
史
を
愛

好
家
に
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
お
渡

し
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
日
々
の
勉
強
の
必
要

性
を
痛
感
し
ま
す
。

�

（
新
堀
賀
将
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私が出会った珍品 〈火縄銃〉

全長102cm　銃身長67cm　口径8.5cm　総重量35Kg
銘　肥後同田貫内田軍八宗頼造之／慶應四辰五月日／二

第
８
回

　

刀
匠
の
月
山
貞さ

だ

利と
し
（
本
名
清
）
さ
ん
は
、

昭
和
二
十
一
年
生
ま
れ
の
六
十
六
歳
。
重

要
無
形
文
化
財
保
持
者
で
あ
る
二
代
月
山

貞さ
だ

一い
ち

師
の
三
男
と
し
て
生
を
受
け
ま
し
た
。

　

鎌
倉
時
代
か
ら
続
く
月
山
鍛
冶
の
末
裔

と
し
て
、
戦
後
、
製
作
禁
止
と
い
う
刀
匠

に
と
っ
て
未
曾
有
の
苦
難
に
遭
遇
し
て
も

な
お
諦
め
る
こ
と
な
く
、
刀
の
技
と
魂
を

伝
え
て
き
た
父
の
背
中
を
見
て
育
っ
た
貞

利
さ
ん
は
、｢

自
分
の
代
で
、
八
百
年
に

わ
た
っ
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
貴
重
な
技

術
を
絶
や
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
、
大
学

卒
業
と
同
時
に
刀
匠
と
し
て
生
き
て
い
く

こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

父
に
つ
い
て
一
か
ら
鍛
刀
技
術
を
学
ん

だ
後
は
、
高
松
宮
賞
や
文
化
庁
長
官
賞
な

ど
数
々
の
特
賞
を
受
賞
、昭
和
五
十
七
年
、

無
鑑
査
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
七
年

か
ら
は
十
二
年
間
、
全
日
本
刀
匠
会
の
会

長
を
務
め
る
な
ど
斯
界
の
人
望
も
厚
く
、

現
在
は
同
会
の
名
誉
会
長
を
務
め
て
お
ら

れ
ま
す
。

　

平
成
七
年
に
は
、
新
た
な
鍛
刀
道
場
と

と
も
に
月
山
記
念
館
を
開
館
、
毎
週
土
曜

日
に
は
道
場
の
一
角
と
記
念
館
を
無
料
で

開
放
し
、
刀
剣
界
の
裾
野
の
拡
大
に
努
め

て
お
ら
れ
ま
す
。
記
念
館
に
は
、
多
い
日

で
三
百
人
以
上
の
来
館
者
が
訪
れ
、
海
外

か
ら
の
お
客
さ
ま
も
年
々
増
え
て
い
る
そ

う
で
す
。
最
後
に
、
貞
利
さ
ん
は
お
っ
し

ゃ
っ
て
い
ま
す
。

　
「
刀
工
の
家
に
生
ま
れ
た
の
は
運
命
。

こ
の
道
を
志
し
て
四
十
四
年
に
な
り
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
先
代
の
足
元
に
も
及
び
ま

せ
ん
。
初
代
貞
一
は
一
生
修
業
と
言
っ
て

い
た
そ
う
で
す
が
、
私
も
生
涯
を
か
け
て

作
刀
に
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
刀

剣
界
発
展
の
た
め
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
」

　

連
絡
先
＝
〒
６
３
３-

０
０
７
３

奈
良
県
桜
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市
茅
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二
二
八-

八　
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〇
七
四
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四
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三
二
三
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刀
職
紹
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研
師
の
黒
田
守も

り

寿と
し

さ
ん
は
、
昭
和
二
十

三
年
生
ま
れ
の
六
十
四
歳
。
大
分
県
臼
杵

市
で
、
研
師
黒
田
寿
生
さ
ん
の
長
男
に
生

ま
れ
ま
し
た
。

　

重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
で
あ
っ
た
小

野
光
敬
師
に
入
門
。
十
年
間
の
修
業
を
経

て
、
昭
和
五
十
一
年
に
福
岡
で
独
立
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
刀
剣
研
磨
・
外
装

技
術
発
表
会
に
お
い
て
木
屋
賞
や
竹
屋
賞

な
ど
の
特
賞
を
九
回
受
賞
、
平
成
十
二
年

に
無
鑑
査
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

九
州
国
立
博
物
館
は
じ
め
福
岡
市
美
術

館
、
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明

館
な
ど
地
元
九
州
各
地
の
博
物
館
・
美
術

館
所
蔵
刀
剣
類
の
研
磨
を
数
々
手
掛
け
ら

れ
、
海
外
で
も
大
英
博
物
館
や
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
美
術
館
な
ど
の
仕
事
を
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

黒
田
さ
ん
が
刀
を
研
ぐ
に
は
、
日
々
全

身
全
霊
で
臨
み
、
な
る
べ
く
刀
を
減
ら
さ

な
い
よ
う
に
悪
い
部
分
を
伏
せ
、
良
い
と

こ
ろ
を
出
し
、
刀
の
持
ち
味
を
保
ち
、
時

代
に
合
わ
せ
た
研
ぎ
を
行
い
、
刀
の
鋭
さ

と
深
み
を
出
す
こ
と
に
心
掛
け
る
と
の
こ

と
で
す
。

　

研
磨
代
金
は
、
刀
身
の
状
態
に
も
よ
り

ま
す
が
、
基
本
的
に
は
一
寸
一
万
円
か
ら

お
受
け
し
て
い
ま
す
。
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寿
さ
ん
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ま
ず
は
お
食
事
中
の
方
、
ご
め
ん
な

さ
い
。
今
か
ら
数
年
前
の
大
刀
剣
市
最

終
日
の
夕
刻
。
東
京
美
術
倶
楽
部
の
ト

イ
レ
の
個
室
で
、
古
美
術
成
蹊
堂
店

主
、
松
川
浩
一
郎
氏
は
か
ね
て
か
ら
の

便
秘
と
戦
い
悶
絶
し
て
い
た
。
や
っ
と

解
消
さ
れ
そ
う
な
兆

し
の
中
、「
オ
レ
の

仕
入
れ
は
間
違
っ
て

る
っ
、
オ
レ
の
仕
入

れ
は
間
違
っ
て
る

っ
、
オ
レ
の
仕
入
れ

は
間
違
っ
て
る
ー

っ
！
」
と
耳
を
つ
ん

ざ
く
よ
う
な
三
回
リ

ピ
ー
ト
の
叫
び
声
を

個
室
の
す
ぐ
外
に
聞

き
、
松
川
氏
は
出
す

も
の
も
出
さ
ず
、
あ

わ
て
て
身
支
度
を
整
え
ド
ア
を
開
け

た
。
す
る
と
大
東
美
術
店
主
、
熊
倉
勇

氏
が
微
動
だ
に
せ
ず
鏡
の
中
の
自
分
を

睨
み
つ
け
て
い
た
と
い
う
。

　

今
や
杉
並
区
を
代
表
す
る
刀
剣
商
の

松
川
氏
だ
が
、
学
生
時
代
は
ア
メ
フ
ト

の
選
手
で
鳴
ら
し
た
。
前
半
・
後
半
の

間
に
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
で
そ
う
し
て
自

ら
に
喝
を
入
れ
て
い
た
自
分
た
ち
の
姿

を
思
い
出
し
感
動
し
、
便
意
を
忘
れ
た

と
い
う
。

　

さ
て
、
叫
ん
で
い
た
熊
倉
氏
に
お
嬢

さ
ん
が
い
る
の
を
上
記
の
文
章
で
初
め

て
知
っ
た
方
も
い
よ
う
。

　

熊
倉
純
子
さ
ん
。

　

平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
八
日
、
坂

城
町
鉄
の
展
示
館
の
刀
職
者
実
技
研
修

会
で
岡
部
久
男
講
師
の
指
導
を
熱
心
に

受
け
て
い
た
姿
を
担
当
者
も
覚
え
て
い

る
。
今
年
は
公
益
財
団
法
人
日
本
刀
文

化
振
興
協
会
主
催
「
刀
職
技
術
展
覧

会
」
柄
巻
き
部
門
で
銅
賞
第
二
席
を
受

賞
、
弾
み
も
付
い
て
佐
野
美
術
館
で

は
父
親
の
優
し
い
ま
な
ざ
し
の
中
で
の

公
開
実
演
と
な
っ
た
。
そ
し
て
特
筆

す
べ
き
は
、
上
記
の
文
章
で
わ
か
る
通

り
、
父
親
譲
り
と
も
思
え
る
自
分
へ
の

厳
し
さ
と
、
そ
の
向
上
心
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
彼
女
は
、「
私
の
柄
巻
き
は

ま
だ
甘
い
ー
」
な
ど
と
叫
ん
だ
り
は
し

な
い
。

　

数
年
前
、
あ
る
競
売
の
大
会
の
夜
、

同
じ
宿
で
相
部
屋
と
な
っ
た
私
に
熊
倉

勇
氏
は
こ
う
告
白
し
た
。

　
「
娘
に
言
わ
れ
る
ん
で
す
よ
、『
パ
パ

っ
た
ら
独
り
言
ば
か
り
言
っ
て
る
！
』

っ
て
ね
」

　

松
川
浩
一
郎
氏
が
聞
い
た
叫
び
は
独

り
言
だ
っ
た
の
だ
。
そ
し
て
ど
う
や
ら

父
親
の
そ
の
部
分
だ
け
は
反
面
教
師
に

さ
れ
て
い
る
様
子
で
あ
る
。

　

熊
倉
純
子
さ
ん
と
同
時
期
に
岡
部
氏

に
習
っ
た
人
に
、
当
組
合
員
の
開
好
堂

店
主
、
米
川
好
次
氏
の
奥
様
良
子
夫
人

も
お
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
熊
倉
さ
ん
の

良
き
相
談
相
手
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像

に
た
や
す
い
。

　

若
者
の
コ
ラ
ム
な
の
で
、
純
子
さ
ん

に
脚
光
を
当
て
た
こ
と
を
こ
こ
に
お
断

り
し
て
お
く
。
そ
う
そ
う
、
若
い
女
性

の
紹
介
文
な
の
に
ト
イ
レ
の
話
か
ら
入

り
、
本
当
に
ご
め
ん
な
さ
い
。
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〒940-0088 新潟県長岡市柏町1-2-16
TEL 0258-33-8510
FAX 0258-33-8511

http://wakeidou.com/
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■
前
号
の「
刀
職
紹
介
」で
紹
介
し

た
研
師
・
小
此
木
光
岳
さ
ん
の
電

話
番
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
、

☎
〇
二
七
六-

五
二-

三
四
五
九

で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
で
の
特

別
展
「
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
ヲ
ン
と
日
本

刀
」
は
大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ

た
。
約
二
カ
月
の
会
期
中
、
観
客

四
万
七
千
余
人
が
訪
れ
た
と
い
う
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
現
代
ア

ー
ト
と
、
日
本
を
代
表
す
る
伝
統
工

芸
品
日
本
刀
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
は
、
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
ヲ
ン
の
何

た
る
か
も
知
ら
ず
、
ま
た
一
方
で
日

本
刀
の
知
識
の
薄
い
、
若
者
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
幅
広
い
方
が
楽
し
め

た
（
正
直
、
筆
者
も
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ

ヲ
ン
に
つ
い
て
の
知
識
は
皆
無
で

あ
っ
た
が
、
普
段
の
日
本
刀
展
示

と
は
全
く
別
の
異
様
な
熱
気
に
驚

き
、
感
化
さ
れ
た
人
間
の
一
人
で
あ

る
）。

　

本
展
の
図
録
を
開
い
て
最
初
に

感
じ
た
こ
と
は
、
こ
れ
は
全
く
新
し

い
現
代
ア
ー
ト
本
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　

現
代
的
日
本
文
化
で
あ
る
漫
画

の
仮
想
世
界
に
登
場
す
る
武
器
を
、

日
本
刀
製
作
技
術
を
駆
使
し
て
具

現
化
す
る
こ
と
は
、
今
ま
で
の
伝
統

を
逸
脱
し
て
い
る
た
め
賛
否
両
論

が
あ
る
が
、
私
は
日
本
刀
の
新
し
い

「
姿
」
と
可
能
性
を
こ
の
図
録
に
垣

間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

日
本
刀
と
は
ま
さ
に
日
本
の
歴

史
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
時
代
の

戦
闘
様
式
や
文
化
・
風
習
な
ど
に
よ

っ
て
、
反
り
・
長
さ
・
形
な
ど
の

姿
を
変
え
て
き
た
。
そ
の
日
本
刀

の
「
姿
」
の
歴
史
が
幕
末
か
ら
明
治
、

昭
和
へ
と
日
本
国
の
流
れ
と
と
も

に
変
化
し
、そ
し
て
戦
後
六
十
余
年
、

現
代
に
お
い
て
全
く
新
し
い
「
姿
」

に
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

図
録
所
載
品
に
は
現
代
刀
匠
と

刀
職
の
全
く
違
う
世
界
観
へ
の
葛

藤
と
挑
戦
に
よ
り
、
日
本
刀
に
固
有

の
気
品
と
品
格
、
尊
厳
が
確
か
に
存

在
し
、
見
事
に
現
代
ア
ー
ト
と
の
融

合
を
果
た
し
て
い
る
。

　

革
新
と
は
、
既
存
の
価
値
観
と
は

全
く
別
の
も
の
が
生
ま
れ
る
こ
と

で
あ
り
、
日
本
刀
が
「
未
来
」
を
見

据
え
「
姿
」
を
変
え
、
存
在
し
続
け

る
た
め
に
全
く
別
の
ア
プ
ロ
ー
チ

を
模
索
し
て
い
る
か
に
感
じ
ら
れ

る
新
し
い
現
代
刀
剣
ア
ー
ト
本
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

　

本
書
は
展
覧
会
図
録
で
あ
っ
て

市
販
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
ど
う
や
ら
全
国
各
地
で
巡
回
展

が
開
催
さ
れ
る
ら
し
い
か
ら
、
そ
の

折
の
入
手
を
期
し
て
紹
介
し
た
。

�

（
玉
山
真
敏
）

日
本
刀
の
新
た
な
可
能
性
を
示
す

『
ヱ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
ヲ
ン
と
日
本
刀
』

全
日
本
刀
匠
会
事
業
部
／
角
川
書
店
編　

一
五
〇
〇
円

　

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
五
日
、

東
京
の
目
白
庭
園
・
赤
鳥
庵
に
お
い

て
公
益
財
団
法
人
日
本
刀
文
化
振
興

協
会
主
催
の
第
六
回
特
別
鑑
賞
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　

同
財
団
は
そ
の
名
の
通
り
、
日
本

刀
文
化
の
振
興
を
目
的
に
、
隔
月
で

初
心
者
を
対
象
に
し
た
鑑
賞
会
を
行

っ
て
い
る
が
、
玄
人
向
き
に
も
っ
と

踏
み
込
ん
だ
鑑
賞
会
を
開
い
て
も
ら

　
「
べ
ん
せ
い
、し
ゅ
く
し
ゅ
く
、夜
、

川
を
渡
る
…
」
と
い
う
詩
吟
「
川
中

島
」
や
『
日
本
外
史
』
の
作
者
、
頼

山
陽
を
顕
彰
し
た
頼
山
陽
史
跡
資
料

館
で
、
公
募
工
芸
コ
ン
ク
ー
ル
広
島

「
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｒ
Ｕ
展
」
が
九
月
二
十

三
日
、
好
評
の
う
ち
に
閉
幕
し
た
。

　

同
展
は
、
広
島
市
立
大
学
・
広
島

大
学
・
日
本
刀
初
心
者
入
門
講
座「
三

慶
会
」
と
頼
山
陽
史
跡
資
料
館
の
有

志
が
協
力
し
、
実
行
委
員
会
を
結
成

し
て
開
催
し
た
も
の
。
伝
統
工
芸
品

も
海
外
制
作
の
輸
入
品
と
の
国
際
競

争
の
時
代
を
迎
え
て
い
る
。そ
こ
で
、

地
方
の
技
術
の
継
承
と
挑
戦
者
の
発

掘
・
育
成
、
地
域
活
性
化
を
目
指
し
、

一
般
人
も
交
え
て
地
域
の
伝
統
的
工

芸
と
刀
装
・
刀
装
具
か
ら
学
ぶ
機
会

を
創
り
、
頼
山
陽
史
跡
資
料
館
を
会

場
に
、
成
果
発
表
の
同
展
を
立
ち
上

げ
て
二
回
目
と
な
る
。

　

今
回
は
、
文
化
庁
の
「
文
化
遺
産

を
活
か
し
た
観
光
振
興
・
地
域
活
性

化
事
業
」
に
採
択
さ
れ
た
。

　

認
知
度
は
ま
だ
低
い
が
、
来
場
者

に
は
「
人
が
来
な
く
て
も
、
続
け
て

く
だ
さ
い
」
と
言
う
熱
烈
な
フ
ァ
ン

や
、
伝
統
を
学
ぶ
場
と
、
異
な
る
発

想
で
作
っ
た
作
品
の
発
表
の
場
が
あ

っ
て
嬉
し
く
、
楽
し
い
と
い
う
工
芸

作
家
も
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

来
年
は
、
菓
子
博
で
、
開
催
時
期

が
少
し
遅
れ
る
予
定
。
勉
強
会
に
参

加
し
た
い
方
、
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品

し
た
い
方
は
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

頼
山
陽
史
跡
資
料
館

　

☎
〇
八
二
―

五
四
二
―

七
〇
二
二

　

E-mail　

info@raisanyou.com

　

参
考
ブ
ロ
グ http://kazaruten.

blogspot.jp/�

（
三
上
高
慶
）

い
た
い
と
い
う
会
員
の
要
望
に
応
え

て
本
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
通
常
の
例
会
と
は
違
い
、
対
象

を
日
本
刀
文
化
振
興
協
会
の
会
員
、

事
前
申
し
込
み
に
よ
る
先
着
二
十
名

限
定
で
行
わ
れ
る
。

　

今
回
は
重
要
美
術
品
認
定
の
備
前

国
雲
重
を
は
じ
め
、
藤
四
郎
吉
光
、

備
前
三
郎
国
宗
な
ど
の
名
品
が
集
め

ら
れ
た
。
会
場
運
営
は
有
志
の
若
手

刀
職
者
た
ち
を
中
心
に
行
わ
れ
た
。

講
師
に
元
文
部
科
学
省
文
化
審
議
委

員
・
広
井
雄
一
氏
を
迎
え
、
展
示
品

の
作
域
や
見
ど
こ
ろ
を
は
じ
め
、
本

間
薫
山
先
生
が
鑑
定
会
で
使
用
し
、

「
天
狗
の
鼻
折
り
」
と
称
さ
れ
た
義

助
の
作
品
を
手
に
、
当
時
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
紹
介
す
る
な
ど
大
変
充
実
し

た
内
容
と
な
っ
た
。

イ
ベ
ン
ト
・
レ
ポ
ー
ト

公
益
財
団
法
人
日
本
刀
文
化
振
興
協
会

第
六
回
特
別
鑑
賞
会
を
開
催

第
二
回
広
島
「
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｒ
Ｕ
展
」

地
域
か
ら
伝
統
工
芸
の
振
興
を
図
る

　

鑑
賞
刀
は
次
の
通
り
。

　

重
要
美
術
品　

太
刀　

雲
重

　

重
要
美
術
品　

太
刀　

延
寿
国
資

　

太
刀　

備
前
三
郎
国
宗

　

短
刀　

吉
光

　

短
刀　

来
国
光

　

短
刀　

義
助

　

短
刀　

左
安
吉

　

刀　
　

藤
島
友
重

　

刀　
　

兼
元
（
僧
正
孫
六
兼
元
）

　

刀　
　

津
田
越
前
守
助
広

　

刀　
　

長
曽
祢
興
里
入
道
乕
徹　

　

脇
指　

長
曽
祢
興
里
入
道
乕
徹

　

刀　
　

清
人

　

脇
指　

国
広

　

脇
指　

源
正
雄

　

次
回
鑑
賞
会
は
十
一
月
六
日
㈫
に

予
定
さ
れ
て
お
り
、
詳
細
は
同
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
そ
の
都
度
掲
載
さ

れ
る
。http://www.nbsk-jp.org/

�

（
飯
田
慶
雄
）

『
東
京
新
聞
』
平
成
24
年
９
月
15
日

←７ページに続く
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◆◆おめでとうございます◆◆
　福田千惠画伯が葛飾区名誉区民に
　文化振興などに功績が
あったとして、東京都葛
飾区は日本画家で日本藝
術院会員の福田千

せ ん け い

惠さん
ら４人を名誉区民に選
び、10月１日の区制80周
年記念式典で表彰した。
　福田さんは昭和21年、愛刀家であっ
た福田勲氏の長女として東京で生まれ
た。佐藤太清画伯に師事し、日展無鑑
査・同審査員などを経て、平成21年、
日本藝術院会員に任命された。
　前々から刀剣界との関係が深く、隅
谷正峯・天田昭次両刀匠を描いた大作
もある。研師本阿彌光洲さんがモデル
の「研

と ぐ

磨」は伊勢神宮に奉納されてい
る。� （Ｔ）

　新堀賀将さん・裕子さんがご結婚
　９月９日、新堀賀

よ し ま さ

将さんと裕子さん
（旧姓馬場）の挙式と披露宴が、東京
銀座の「THE MAGNUS TOKYO」で行
われました。
　賀将さんは、横浜市で新堀美術刀剣
を経営する新堀孝道氏の三男で、本誌
の編集委員でもあります。孝道氏は毎
月15日に開催される「新橋会」の、そ
して長男の徹さんは25日の「愛宕会」
の代表です。また、次兄の篤史さんは
姫路市の前田幸作師の元で鞘師修業を
されていますから、新堀家は文字通り
の刀剣一家です。
　新婦の裕子さんは、都内の会社ソシ
エワールドのエステ事業部に勤務さ
れ、同僚からの信頼も厚い、明眸皓歯
という形容がぴったりの方です。
　披露宴もたけなわのころ、会場では

「賀将ガンバレ！」のかけ声も聞かれ
ました。ご多幸をお祈りします。
� （齋藤隆久）

  元久２年（1205）、横浜市旭区の
二俣川において壮絶な最期を遂げた
畠山重忠は、人格・体力・容姿とも
に優れた武士と伝えられ、武蔵武
士・関東武士を代表する存在です。
　重忠は、武蔵国で大きな勢力を
誇った秩父平氏の出身で、長寛２年

（1164）、畠山館で誕生しました。重
忠は治承・寿永の合戦（源平合戦）
で活躍し、また鎌倉幕府に仕え、頼
朝の右腕として手腕を発揮しました
が、幕府の権力闘争の犠牲となりま
した。
　『平家物語』や『吾妻鏡』などは、
重忠に関する数々のエピソードを伝
えています。これらの中には、史実
でないものもあります。しかし、彼
の篤実な人柄と武勇は多くの人々に
受け入れられ、現在も多くの伝承・
史跡を伝えています。
　この展覧会では、畠山重忠の生涯
と人物像をたどるとともに、大鎧を
中心とした武士の装いをはじめ、平
安時代末から鎌倉時代初めの武蔵武
士をめぐる諸相を紹介します。また、
後世において畠山重忠像がどのよう
に作られていったのかも探ります。
　会期：10月13日㈯～11月25日㈰  

月曜休館
〈主な展示資料〉
・宝寿丸・黒漆鞘（武蔵御嶽神社蔵

重要文化財）
・法住寺殿跡出土遺物（木下美術館

蔵　重要文化財）
・長覆輪太刀（馬場都々古別神社蔵

重要文化財）
・赤糸威鎧残闕（馬場都々古別神社

蔵　重要文化財）
・鉄二十八間四方白星兜（神奈川県

立歴史博物館蔵　重要文化財）
・金沢貞顕書状（称名寺　神奈川県

立金沢文庫保管　重要文化財）
・赤糸威大鎧（復元）
・紫裾濃威鎧（復元）
・一の谷合戦図屏風（馬の博物館蔵）

■横浜市歴史博物館
　〒224-0003 神奈川県横浜市都筑区中川中央１-18- １　☎045（912）7777

特別展﹁畠山重忠−横浜･二俣川に散った武蔵武士−﹂
　先代宮入行平が遺した宮入鍛錬道場を引き継
ぎ、30年余が過ぎました。作刀にひたすら取り組
み、その意味を問い続け、かたちにすることに始
終する中、いつしか私の門を叩く若者たちが集ま
るようになりました。私の作刀に対する思いに何
かを感じ、それぞれの個性として花開く姿を見る
ことは喜ばしい限りです。
　また、良い刀を作ること同様に、後継者の育成
に情熱を注いだ先代行平の遺志も、多少なりとも
継承することができたものと思います。技術の伝
承、その成果を実感してくださいますよう、ご高
覧を心よりお待ちいたしております。
� （宮入小左衛門行平）
　会期：11月９日㈮～14日㈬

■ながの東急百貨店 別館シェルシェ５階ホール
　〒380-8539 長野市南千歳1-1-1　☎026（226）9609

宮入小左衛門行平 一門展

◆◆東京刀剣倶楽部懇親ゴルフコンペのご案内◆◆
　東京刀剣倶楽部では業界関係者の懇親を目的に、毎月ゴルフコン
ペを開催しており、刀剣商のほか、刀職・業界関係者の多くの方々
が参加し、交流を深めております。まだ参加されたことのない方々
にもぜひご参加いただきたく、ご案内します。
　誠に勝手ながら、都合上、参加者は全国刀剣商業協同組合の組合
員と賛助会員に限らせていただきます。
　なお、次回は11月28日㈬、紫カントリークラブ（千葉県野田市目
吹111 ☎04-7124-1166）にての開催となります。ご興味がおありの
方は、下記までご連絡ください。
　東京刀剣倶楽部事務局＝〒161-0033 東京都新宿区下落合３-17-33
㈲飯田高遠堂・飯田慶雄  ☎03（3951）3312

→８ページから続く
■放映予告　BSフジ　ガリレオＸ ｢鉄と刀―古くて新しい鉄に迫る｣　放送12月9日㈰朝9時30分～10時　再放送12月16日㈰朝9時30分～10時
　①古い鉄ほどよく切れる？（日本刀の謎）、②鉄であって鉄でない99.9989％の高純度鉄、③失われた製鉄技術 ｢大鍛治｣ の再現（包丁鉄）、ほか

　

今
回
で
三
十
四
回
目
を
迎
え
る

「
大
阪
刀
剣
ま
つ
り
」
が
去
る
十
月

十
九
日
㈮
か
ら
二
十
一
日
㈰
ま
で
堺

市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

た
。
後
援
は
大
阪
美
術
刀
剣
業
組
合

と
全
日
本
刀
匠
会
近
畿
支
部
。

　

期
間
中
、
会
場
内
に
て
刀
剣
・
小

道
具
の
無
料
相
談
、無
料
評
価
鑑
定
、

買
取
相
談
、
銃
砲
刀
剣
研
究
会
に
よ

る
有
料
審
査
も
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
日
ご
ろ
は
な
か
な
か
見
ら

れ
な
い
、
塗
師
（
服
部
健
司
氏
）
と

鞘
師
（
曽
我
部
明
氏
）
の
両
職
方
に

よ
る
実
演
も
行
わ
れ
、
好
評
だ
っ

た
。

　

関
西
地
区
の
愛
好
家
に
は
よ
く
知

ら
れ
た
催
事
と
あ
っ
て
、
連
日
、
外

国
人
を
含
む
多
く
の
お
客
さ
ま
で
賑

わ
っ
た
。
出
店
は
左
記
の
十
八
店
。

　

勇
進
堂
・
大
阪
刀
剣
会
・
橋
本
商

店
・
伯
永
堂
・
刀
剣
小
林
・
蔵
屋
は

し
も
と
・
五
節
堂
・
雅
・
新
堀
美
術

店
・
南
紀
刀
剣
店
・
ア
ー
ト
コ
レ
ク

シ
ョ
ン 

ム
ラ
カ
ミ
・
㈲
聚
楽
・
儀

平
屋
・
泉
舟
堂
・
大
宝
堂
・
龍
峯
庵
・

刀
啓
堂
・
㈱
む
さ
し
屋

�

（
新
堀
賀
将
）

第
34
回
大
阪
刀
剣
ま
つ
り

関
西
を
中
心
に
十
八
店
舗
が
出
店

　

十
月
一
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
、

東
京
藝
術
大
学
付
属
図
書
館
に
お
い

て
刀
剣
界
に
と
っ
て
非
常
に
価
値
の

あ
る
資
料
展
が
開
催
さ
れ
た
。

　

江
戸
時
代
、
幕
府
お
抱
え
の
金
工

一
派
で
あ
っ
た
後
藤
家
に
、
大
名
な

ど
が
持
ち
込
ん
だ
刀
装
具
の
鑑
定
記

録
が
「
極き

わ
め
ち
ょ
う帳

」
で
あ
る
。
こ
の
と
き

後
藤
家
が
発
行
し
た
鑑
定
書
で
あ
る

折お
り
が
み紙

は
、「
折
紙
付
き
」
と
い
う
言

葉
の
語
源
と
な
っ
た
。

　

本
展
で
は
こ
の
極
帳
が
、博
物
館
に

現
存
す
る
刀
装
作
品
の
写
真
と
合
わ

せ
て
展
示
さ
れ
た
。
克
明
な
鑑
定
記

録
で
あ
る
極
帳
は
、金
工
史
上
に
お
け

る
価
値
は
言
う
に
及
ば
す
、江
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　刀剣は、戦いの武器としてだけで
なく、日本人の精神や文化にも大き
な関わりをもっています。例えば、
家宝として大切にすることや、死者
に守り刀を供えること、神社や寺院
に刀剣などを奉納することも、刀剣
に実用を超えた何か神秘的な力を感
じるからにほかなりません。今回は、
社寺に奉納された刀剣の名品９口を
一堂に展示しました。その美しさと
ともに、刀剣に込められた人々の願

いや祈りに思いを馳せつつご鑑賞く
ださい。
　会期：９月22日㈯～11月25日㈰　

月曜休館
〈主な展示資料〉
・重要文化財　太刀　国行　室町時

代（作楽神社蔵）
・重要文化財　太刀　井上真改　江

戸時代（吉備津彦神社蔵）
・岡山県指定重要文化財　大太刀　

秀幸　室町時代（吉備津神社蔵）

■岡山県立博物館
　〒703-8257 岡山市北区後楽園１- ５　☎086（272）1149

神に捧げられた刀剣

催 事 情 報

　尾張徳川家は、徳川家康の九男・
義直（1600～1650）を初代とする御
三家筆頭の名門大名で、名古屋城を
居城とし、江戸時代を通じて徳川将
軍家に次ぐ家格を誇っていました。
　大名家は家の歴史・格式を示すた
めに数々の道具を備え、それらは大
きく表道具と奥道具に分けられてい
ました。表道具とは、大名の禄高や
家格に応じて備蓄しておくべき武具
刀剣類と、公的な場で用いられる道
具類、奥道具は、藩主やその家族た
ちがプライベートな場で使った道具
類です。
　本展では、徳川美術館（愛知県名
古屋市）が所蔵する尾張徳川家ゆか
りの道具類のうち、太刀や鉄砲など

の武具類、茶の湯・香・能などの道
具類、和歌や絵画・楽器など教養に
関わる品々など大名家の歴史と格式
を示す約230件の名品をご紹介しま
す。国宝「源氏物語絵巻」、国宝「初
音の調度」も期間限定で特別公開し
ます。
　掲示の国宗は、八代宗勝が四ツ谷
家（高須松平家。尾張家二代光友の
次男義行に始まる）より元文４年

（1739）正月に尾張本家に迎えられ
た折に持参した太刀。国宗は備前三
郎の名で知られ、鎌倉に下向して相
州鍛冶の基を開いたと伝えられる名
工です。
　会期：１月２日㈬～２月24日㈰　

展示替えあり。

■江戸東京博物館
　〒130-0015 東京都墨田区横網１- ４- １　☎03（3626）9974

江戸東京博物館開館20周年記念特別展﹁尾張徳川家の至宝﹂

国宝　太刀　国宗（徳川美術館蔵）

　戦いの始まりは、人類の起源にま
でさかのぼると考えられます。飢え
をしのぐための戦いや個人的な感情
から発する戦いもあったでしょう。
ただし、そういった戦いは社会全体
への影響はほとんどなかったと考え
られます。
　ところが、農耕が始まり、蓄える
ことのできる収穫物が発生したこと
により、それらを奪い合うような大
規模な戦いが行われるようになりま
す。その一方で、生産効率や流通関
係が発展して社会が複雑化すること
により、戦いの目的は収穫物だけで
はなく、人間・物・土地へと拡大し、
社会全体の形に影響を与えるような
戦い、戦争になっていきました。
　今回の企画展では、各時代の武器
から戦いの歴史の一端について触れ
てみたいと思います。
　会期：10月１日㈪～３月16日㈯　

日曜・祝日・年末年始休館
〈主な展示物〉
・吉備津杉尾西遺跡（北区吉備津）出

土石鏃
・南方遺跡（北区国体町）出土木製武

器・武具類

・南方遺跡（北区国体町）出土石剣、
石鏃など

・南方釜田遺跡（北区南方）出土銅剣
・伝千足古墳出土巴形銅器
・岡山城三之外曲輪跡（北区蕃山町）

ほか出土銃弾

■岡山市埋蔵文化財センター
　〒703-8284 岡山市中区網浜834- １　☎086（270）5066

発掘された武器

　生國魂神社は、生島大神・足島大
神を主祭神として相殿に大物主大神
を祀っています。主祭神は宮中でも
生島巫によって祀られ、歴代の天皇
即位の際には国家の祭祀として二神
を祀る「八十島祭」が行われた由緒
ある神社です。生國魂神社には11社
の境内社があり、その中に鞴神社が

あります。
　全日本刀匠会近畿地方支部は、毎
年11月８日の鞴祭には当神社にて奉
納鍛錬を行っております。また、下
記の日程で生國魂神社・参集殿にて、
近畿の現代刀工による「近畿の現代
刀匠展」を開催します。  
　会期：11月８日㈭～11月11日㈰

■生國魂神社・参集殿
　大阪府大阪市天王寺区生玉町13- ９　☎06（6771）0002

近畿の現代刀匠展

　地元刀匠の宮入小左衛門師の近作
を含め、その時々を画す作品で作者
の足跡をたどる。会期中、古式鍛錬
の公開、日本刀に触れてみよう、手
づくりナイフを作ろう、銘切り実演
などのイベントが行われる。
　会期：９月１日㈯～11月25日㈰

■坂城町鉄の展示館
　〒389-0601 長野県埴科郡坂城町6313- ２　☎0268（82）1128

開館10周年記念﹁宮入小左衛門行平 祈りのかたち﹂

　第７回を迎えた「お守り刀展覧会」
の出品作46点のほか、特別出品16作
品を展示。また会期中、お守りプレー
トへの銘切り、古式鍛錬公開、長船
刀剣森づくり（炭作り体験）、日本
刀手入れ講習会、お守り小刀製作講
座、刀職者によるギャラリートーク
など、さまざまなイベントも開催さ
れる。
▽刀身の部　出品34点（招待５点）
第１席（特賞）岡山県知事賞
　　　　川㟢仁史
第２席（特賞）熊本県教育委員会賞
　　　　久保善博
第３席（特賞）坂城町町長賞
　　　　河内一平
第４席　ワコースポーツ･文化振興

財団賞　瀬戸吉廣
第５席　熊本朝日放送賞　松葉一路
第６席　テレビせとうち賞
　　　　桔梗光史
第７席　全日本刀匠会賞　根津　啓
佳　作　上山陽三・月山一郎
▽外装の部　出品12点（製作代表者）
第１席（特賞）熊本県賞　宮入　恵
第２席（特賞）瀬戸内市長賞
　　　　岸野輝仁

第３席　岡山県教育長賞　桑野敏朗
第４席　山陽新聞社賞　加藤政也
第５席　全日本刀匠会賞　玉木道明
佳　作　川㟢仁史 
日立金属賞　吉川三男 
　会期：10月10日㈬～12月２日㈰　

月曜休館

■備前長船刀剣博物館
　〒701-4271 岡山県瀬戸内市長船町長船966　☎0869（66）7767

特別展﹁第７回お守り刀展覧会﹂

■高知県立歴史民俗資料館
　〒783-0044 高知県南国市岡豊町八幡1099- １　☎088（862）2211

　本展は、高知・岡山文化交流事業
の第１弾として岡山県立博物館の全
面協力のもとに開催するもの。五カ
国（山城・大和・備前・相模・美濃）
のうち、備前刀を中心とする古刀

（Ⅰ部）と長宗我部氏・山内氏など
の大名家や幕末の志士ゆかりの刀剣

（Ⅱ部）を一堂に展示。また、佐川

の堀見家から寄贈された刀剣150振
の中から選りすぐりの刀剣も展示す
る（Ⅲ部）。会期中は全日本刀匠会
の全面協力により、さまざまなワー
クショップも開催。Ⅰ部・Ⅱ部は既
に展示を終了し、Ⅲ部のみ開催中。
　会期：10月６日㈯～12月23日㈰　

会期中無休

特別展﹁刀 武士（もののふ）の魂−備前の名刀と土佐ゆかりの刀剣−﹂

　今回も例年通り、新作の刀剣に加
え、刀匠が作刀という緊張をほぐす
一服の安らぎとして遊びごころを
もって製作した小品を併せて展示

し、刀匠の技術の妙を披露します。  
　会期：平成24年11月２日㈮～27日

㈫　会期中無休

■熱田神宮宝物館
　〒456-8585 愛知県名古屋市熱田区神宮１- １- １　☎052（671）0852

第17回 熱田の杜 東海現代刀匠刀剣展～刀匠のあそび15～
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